
１．バングラデシュの医療水準向上

 主に中間層以上を対象に、専門的医療
サービスを適切な価格で提供することで、
バングラデシュの医療水準の向上及び医
療技術の発展に寄与。

 無償のボランティア病床設置による低所
得者層への医療サービスの提供。

２．医療人材の育成

 現地及び本邦病院の支援のもと、専門的
な医療人材の育成を図り、バングラデ
シュの医療人材の質向上に貢献。

３．我が国医療の国際展開

 GHSの海外展開を支援することを通じて、
日本政府の「未来投資戦略」 「健康・医
療戦略」を推進。

本事業は、バングラデシュ人民共和国の首都ダッカにおいて、民間総合病院を設立・運営することにより、日

本の病院経営ノウハウを活用した医療サービスの提供を図り、もって同国の医療水準の向上に寄与するもの。

日本の病院経営ノウハウを活かして医療水準向上に貢献

バングラデシュ・イーストウエスト医科大学病院事業（出資）

事業概要

事業スキーム 事業意義

Ship Aichi Medical 
Service Limited (SAMSL)

出資

出資

出資

本邦スポンサー（注1）

現地スポンサー（注2）

（注1） シップヘルスケアホールディングス株式会社の中核企業であるグリーンホスピタルサプライ
株式会社（GHS）が出資者となる。

（注2） イーストウエスト医科大学病院（EWMCH）の経営者3名が出資者となる。

＜病院イメージ図＞




